電池残量（与段階表示） 

十分 
中位 
残量少 
充電中 

待ち受け時に表示 
ペアリングの待機 
(ペアリングモード） 

着信中 
発信中 
通話中 

ボイスダイヤル 

マイクミュート 

接続試行中 

音楽の音量調節 

通話音声の音量調節 

音楽用機器 ‘ FM ラジオ還択メニュー 

通話機器選択メニュ ー 

音楽•ゲームモード選択メニュー 

ゲームモード 

音楽モード 
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各部の名称と機能 

1. マイク 

2. 通話ボタン③ 

着信応答/終話、通話用携帯電話の選択モード 
切替えなどを行います。 

3. ディスプレイ 

4. タッチコント□ールセンサー 

音量調節、機器選択、モード選択などを行います。 
己.電源ボタン① 

6. 充電端テ ( microUSB ) 

7. ヘッドホンコネクター 

(3 .已 mm ステレオミニジャック） 

8. クリップ 

9. ►►{ボタン 

巧送り/早送り、 FM ラジオ周波数の選択など 
を行います。 

10. ► Il ボタン 

再生/一時停止、音楽用機器- FM ラジオ選択 
モード切替えなどを行います。 

11. M ◄ボタン 

巧戻し/巻を戻し、 FM ラジオ周波数の選択な 
どを行います。 

ディスプレイに表巧されるアイコン 


を FM ラジオ 

Q 携帯電話 

口 PC 

pqp I ® 

「プレイス テーシヨン•ポー タブル」 呂〇 
白） その他機器 

■;;] 未登録ス□ット 

!同じ種類の機器が2台1ソ上ペアリングされると 
機器を識別するためにアイコンち下に1か5順 
に番号が付さます。通話機器選択メニューと音 
楽用機器選択メニューに表示される同じ番号の 
アイコンは同一機器を表します。 


はじめに 

MW600 は、 Bluetooth 無線技術を利用したワイ 
ヤレスステレオへツドセツトです。 

携帯電話と接続して八ンズフリーで通話がでをま 
す。さ5に、音楽、ワンセグ音声、ゲーム音声をワ 
イヤレスで楽しめ、単体の FM ラジオとしても利用 
可能です。 

ご利用にあたっては、携帯電話またはその他の機器 
が次の B /1/ e 化のかプ□ファイル （*) に対応してし、 
る必要があります。 

通話用 

• HFP (八ンズフリープ□ファイル）もしくは 
HSP (へツ ド セツ トプ□ファイル） 

! HFP と HSP 両方対応している携帯電話の場を 
には HFP を使用してください。 

青 m •ワンセク•ヴーム巧 

• A2DP (才ーディオプ□ファイル）と AVRCP 

(AVU モコンプ□ファイル） 

(*) プ□ファイルとは、 S / ae たのか機器の特性ごと 
に機能を標準化した規格です。 


巧電 

本ヘッドセットを購入後、はじめて使用する場合は 
付属の充電器で約8時間充電する必要があります。 
初回降の充電時間は約2時間です。 

付属の充電器を必ずご使用ください。 

充電端子の向をに注意して挿入してください。（図 
2を参照） 

>"マークが付いた側を MW 600 のディスプレイ側 
に向けて挿入してください。 

付属の充電器は Sony Ericsson 製のワイヤレス 
へッドセット L ソ外には使用しないでください。 

! 充電中にへッドセツトを使用することはでさま 
せん。 


ぺッドセットのオンとオフ 

ヘッドセットをオンするには 

-ディスプレイ表示がオンになるまで電源ボタン① 
を}甲し続けます。 

!自動的に選択された機器への接続を行います。 

ヘッドセットをオフするには 

-ディスプレイ表示がオフになるまで電源ボタン① 
を巧し続けます。 


へツドセツトのペアリング（登録) 

へツドセツトを使用する前に、へツドセツトと接続 
機器のペアリング（登録）が必要です。 

リセツトなどによりペアリング情報が消去された 
り、別機器とのペアリングで上書さされない限り、 






一度ペアリングすれば次回か5ペアリングする必要 
はありません。 

購入後初めて使用する場合や、へッドセットをリ 
セットした後はへッドセットの電源をオンするだけ 
で自動的にペアリングモードになります。 

ヘッドセットを携帯電話とペアリングずるには 

1. へッドセットの電源がオフになっていることを 
確認します。 

2. 携帯電話をヘッドセットに近づけます。 

3. ヘッドセットのディスプレイにペアリング モー 
ドアイコンが表示され るまでへ ッドセットの電 
源ボタン①を巧し続けます。 

4. 携帯電話の B /1/ e 化 ot /7 機能をオンにします。手 
順については、携帯電話の取扱説明書を参照し 
て < ださい。 

己.携帯電話で B /1/ e 化 ot /7 検索（探索）モードを才 
ンにします。 

6. 携帯電話の画面に表示された 「 MW 600」を選 
択します。 

「 MW 600」と表示されない場合は、ちラー度 
携帯電話で房/ i / e 化が/7検索するか、手順1か5 
操作を行ってください。 

7. 携帯電話の画面でパスキー （*) の入力が要求さ 
れた50000を入力します。 

(*) パスキーは、パスコード、 PIN コード、 PIN ナ 
ンバー、パスワードなどと呼ばれる場合があり 
ます 

ヘッドセットを他機器とペアリングするには 

. へッドセットを携帯電話(外の機器とペアリング 
するとをも携帯電話とのペアリングと同様の手順 
で操作して < ださい。 

複数の機器とペアリングずるには 

- 2台目1；!降の機器とのペアリングも1台目のペア 
リングと同じ手順で行います。 

-最大3台まで登録でをます。 

- 3台目までは登録された順にス□ット1か53に 
登録されます。 

-既に3台登録済みで新たな機器をペアリングする 
とさは、登録済みの3ス□ットのいずれかに上書 
さすることがでをます。 

-上書をするス□ットを選択するとをはタッチコン 
卜〇—ルセンヴーを使用します。 

-ペアリング直後は新規にペアリングされた機器が 
自動的に選択されます。 

•登録された機器の種類によって、携帯電話、 
PC 、 PSP 、 その他機器のアイコンがス□ットに 
表示されます。 

機器の切替え 

ペアリング済みの機器が2台もしくは3台ある場 
合、ヘッドセットを操作して使用する機器を切替え 
ることがでをます。 

機器を切替える前に、接続したい機器の B/i/e 化のか 
機能をオンにしてください。 

機器を選択すると、ヘッドセットはその機器に接続 
を行います。 

通話用携帯電話を切替えるには 

1. 通話ボタン③を長}甲しします。 

2. 通話機器選択メニューが表示された後、登録さ 
れた機器のアイコンが表示されます。 

3. タッチコント□ールセンサーを指でなぞり、切 
替えたい機器に [] を合わせます。 

4. タッチコント□ールセンサーか5指を離すとそ 
の機器が通話用携帯電話として選択され、その 
機器に接続を行います。 

音楽用機器 • FM ラジオを切替えるには 

1.►Il ボタンを長}甲しします。 


2. 音楽用機器 • FM ラジオ選択メニューが表示さ 
れた後、 FM ラジオのアイコンと登録された機 
器のアイコンび表示されます。 

3. タッチコント□ールセンサーを指でなぞり、 
FM ラジオあるいは切替えたい機器に;； ] を合 
わせます。 

4. タッチコント□ールセンサーか5指を離すと、 
FM ラジオか音楽用機器び選択されます。音楽 
用機器を選択した場合はその機器に接続を行い 

9 〇 


音量調節 

タッチコント□ールセンサーを指でなぞって音量を 

調節します。 

タッチコント□ールセンサーの端か5端までなぞる 

と音量調節表示になります。 

音量調節表示の状態でタッチコント□ールセンサー 

を指でなぞると音量調節がでさます。 

指を離したとさの音量で設定されます。 

! タッチコント□ールセンサーを指でなぞり、 
タッチコント□ールセンサーの端 （+ または一 
付近）に指を固定すれば、連続的に音量を調節 
することが可能です。 

受話音量を調節ずるには 

-通話中に指でタッチコント□ールセンサーを操作 
して音量を調節します。 

-通話音声調節中は「通話音声の音量調節」表示に 
なります。 

音楽、 FM ラジオ、ワンセグの音量を調節 
するには 

-音楽の再生中もしくはポーズ中にタッチコント 
□ールセンサーを操作して音量を調節します。 

•通話音量調節中！;>1外は音楽、 FM ラジオ、ワンセ 
グの音量調節になり、音量調節中は「音楽の音量 
調節」表示になります。 

! 音楽、 FM ラジオ、ワンセグの音量は共通の音 
量が適用されます。 

携帯電話か5ヘッドセットの音量を調節するには 

-携帯電話びへッドセットの音量を調節する機能に 
対応していれば、携帯電話を操作して受話音量と 
音楽の音量を調節することがでをます。 


通話 

通話用機器選択メニューで通話に使用したい携帯電 
話を選択してください。 

通話中はディスプレイに通話時間び表示されます。 

電話をかけるには 

•携帯電話を操作して、電話をかけます。発信後、 
へッドセットで自動的に通話でさない場合はへッ 
ドセットの通話ボタン®を巧すか、携帯電話を 
操作してへッドセット側に通話を切替えてくださ 
し、。携帯電話の操作方法は携帯電話の取扱説明書 
を参照してください。 

電話を切るには 

. へッドセツトの通話ボタン③を押します。 



-通知音と着信電話番号で着信をお知らせします。 

! 音楽や FM ラジオ、ワンセグを聴いている最中 
でち同様に通知音と着信電話番号で着信をお知 
らせします。 

着信をまけるには 

. へッドセットの通話ボタン③を}甲します。 

! 音楽や FM ラジオ、ワンセグを聴いている最中 
でも着信を受けることがでさます。着信と同時 
もしくは電話にでると自動的に再生中の音楽や 


FM ラジオは止まります。 

! 2台の携帯電話を登録している場合は通話 
用携帯電話として選択されていない携帯電話に 
着信があった場合でち、携帯電話の房心 e 化のか 
機能がオンであれば、通話用携帯電話の切替え 
操作によってへツドセツトで着信を受けること 
がでさます。 

着信呼び出し中の電話番号をし < はち前の表示 

-非通知ちし < は通知不可でなければ、着信時に着 
信電話番号がディスプレイに表示されます。 

-着信時に発信者名をへツドセツトに送信する機能 
を持った携帯電話では、携帯電話の電話帳に登録 
された名前がディスプレイに表示されます。携帯 
電話の仕様をご確認ください。 

着信を拒否ずるには 

-通知音び鳴るまでへツドセツトの通話ボタン③を 
巧し続けます。 

最後にかけたを号に U ダイヤルするには 

. へツ ドセツトの通話ボタン③を1秒じ(内に2度巧 
します。 

! 音楽や FM ラジオを聴いている最中でもリタ'イ 
ヤルすることがでをます。発信と同時に自動的 
に再生中の音楽や FM ラジオは止まります。 

割り込み着信 

-通知音で割り込み着信をお知5せします。 

-割り込み着信を受けるには、へツドセツトの通話 
ボタン③を押します。通話中の人との通話が保留 
になります。 

•割り込み着信を拒否するには、通知音が鳴るまで 
へツドセツトの通話ボタン③を押し続けます。 
携帯電話によっては、割り込み着信を拒否でをな 
い場合があります。 

-通話する相手を切替えるには、通知音が鳴るまで 
へツドセツトの通話ボタン③を巧し続けます。通 
話中だった相手は保留になります。 

-保留中の通話がある場合、へツドセツトの通話ボ 
タン③を押すと通話中の相手との電話が切れま 
す。 

-携帯電話によっては、保留中の電話が通話に切替 
わる場合と、保留中の電話も同時に切れる場をが 
あります。携帯電話の取扱説明書を参照して<ださ 
し、。 


















通話中にマイクを 5 ュートずるには 

-通知音が鳴るまでへッドセットの ► ll ボタンを押 
し続けます。 

-マイクミュート中はディスプレイにマイクミュー 
卜のアイコンが表示されます。ミュートを解除す 
るには、再度通知音が鳴るまでヘッドセットの 
►II ボタンを}甲し続けます。 

ボイスダイヤルを搭載した携帯電話で使用ずる場合 

-携帯電話がへッドセットか5のボイスダイヤルに 
対応しているとさ、ヘッドセットか5ボイスダイ 
ヤルを使ラと便利です。ボイスダイヤルについ 
て、詳し<は携帯電話の取扱説明書を参照して< 
ださい。 

ボイスダイヤルを使用して電話をかけるには 

-待機中に通話ボタン®を押します。 

-通知音が鳴るまで待ち、へッドセットのマイクに 
向かって電話帳登録の名前などを言います。ボイ 
スダイヤルのモードにあるとを、ディスプレイに 
はボイスダイヤルのアイコンが表示されます。 

-ボイスダイヤルに対応していない機器や、対応し 
ていてもボイスダイヤルの設定がオンになってい 
ないとさは、通話ボタン③を}甲すと非対応を示す 
通知音が鳴ります。 

-ボイスダイヤルを解除するには、もラー度通話ボ 
タン③を押します。 

! 音楽や FM ラジオを聴いている最中でもボイス 
ダイヤルを開始することがでさます。ボイスダ 
イヤルモードに入ると自動的に再生中の音楽や 
FM ラジオは止まります。 

音声の乾送 

-携帯電話で通話中に音声をへッドセットに転送す 
るには、ヘッドセットの通話ボタン③を押すか、 
携帯電話で操作します。 

. へッドセットで通話中に音声を携帯電話に切り替 
えるには携帯電話を操作します。 

-携帯電話の操作で音声を転送する方法は、携帯電 
話の取扱説明書を参照して < ださい。 


音楽-ワン七グの音声を聴< 

音楽用機器 • FM ラジオ選択メニューで音楽-ワン 

セグの音声を聴<携帯電話または音楽用機器を選択 

して < ださい。 

!通話用携帯電話が接続されていれば、音楽•ワ 
ンセグの音声を聴いているとをでもへツドセツ 
卜で電話の着信を受けることがでさます。 

音楽を聴 < には 

•携帯電話でメディアプレーヤーを起動し、音楽の 
出力先としてへツドセツトを選択します。詳しく 
は携帯電話の取扱説明書を参照してください。 

•音楽の再生を開始したり、停止したりするには、 
へツドセツトの ►ll ボタンを巧します。 

-携帯電話または音楽用機器が AVRCP ver . l.sm 
上の楽巧タイトル送信機能に対応していれば、自 
動的にディスプレイに楽巧タイトルが表示されま 
す。詳し<は携帯電話の取扱説明書を参照して< 
ださい。 

曲送りと。戻し 

-メディアプレーヤーが起動中または音楽再生中に 
► M ボタンまたは！ ◄◄ ボタンを巧します。 

! 携帯電話や音楽用機器によっては、利用でさな 
い場合があります。 

早送0と巻を戻し 

-音楽再生中に〜ボタンまたは M ◄ボタンを長押 
しします。ボタンか5指を離したところか5再生 
が再開します。 

! 携帯電話や音楽用機器によっては、利用でさな 
い場合があります。 


ワン七グの音声を聴 < には 

•携帯電話でワンセグ放送を起動し、音声の出力先 
としてヘッドセットを選択します。詳しくは携帯 
電話の取扱説明書を参照してください。 


FM ラジオを聴く 

FM ラジオを聴くには1台1ソ上の機器とペアリング 

してください。1台の機器とペアリングされて 

いないと音楽機器- FM ラジオ選択メニューが表示 

されず、 FM ラジオを聴くことがでをません。 

!通話用携帯電話が接続されていれば 、 F M ラジ 
才を聴いているとをでもへッドセットで電話の 
着信を受けることがでをます。 

FM ラジオをオンにずるには 

• ►ll ボタンを長}甲しし、タッチコント□ールセン 
ヴーで FM ラジオのアイコンを選択します。 FM ラ 
ジオがオンになります。 

! FM ラジオが選択されているとを、 ►ll ボタン 
で FM ラジオをオン/オフすることがでをます。 

! FM ラジオが選択されると、音楽用機器との 
A 2 DP / AVRCP 接続は切断されます。 

受信でをる放送局を選局ずるには 

- FM ラジオを聴いているとをに W ボタンまたは 
M ◄ボタンを通知音が鳴るまで巧し続けます。 

. へッ ドセットが自動的に受信でさる放送局を選局 
します。ディスプレイに選局された放送局の周波 
数び表示されます。 

FM 周液数を手動で変更するには 

- FM ラジオを聴いているときに W ボタンまたは 
I◄◄ボタンを巧すと、 0.1 MHz 刻みで周波数を変 
要でさます。ディスプレイに周波数が表示されま 
す。 


ゲームモード 

ゲームや動画などを視聴するとさ、映像よりもへッ 
ドセットか5出力される音声が遅れて聴こえること 
があります。 

ゲームモードにすると、その遅延時間を抑えること 
がでをます。ゲームモードは PC や PSP ® 「プレイ 
ステーシヨン-ポータブル」 go との A 2 DP 接続時 
にのみ利用でをます。 

音楽モードとゲームモードを切替えるには 

1. ボタンとボタンを同時に通知音び聞こ 
えるまで巧し続けます。 

2. 音楽-ゲームモード選択メニューが表示された 
後、ゲームモードのアイコンと音楽モードのア 
イコンが表示されます。ゲームモードび使用で 
さない機器と接続している場合は、ゲームモー 
ドのアイコンは表示されません。 

3. モードを変更したいとさは、タッチコント□一 
ルセンサーを指でなぞり、使用したいモードに 
[ :;を含わせます。 

4. タッチコント□ールセンサーか5指を離すとその 

モードび選択されます。 

! ゲームモードで へッ ド セッ トか5音声が出力さ 
れなかったり、出力されてち音途切れび発生す 
る場合は音楽モードを選択してください。 

! PSP go との A 2 DP 接続では最初にゲームモー 
ドび選択されています。 


ぺッドセットのリセット 

へッドセットが正しく動作しない場をは、ヘッド 
セットをリセットします。 

へッドセットをリセットするとペアリングされてい 
る機器の情報が削除され、出荷時の状態に戻ります。 

ヘッドセットを y セットずるには 

1. ヘッドセットの電源びオフになっていることを 
確認します。 

2. へッドセットのディスプレイにペアリングのア 
イコンび表示されるまで電源ボタン①を巧し続 
けます。 

3. ヘッドセットびオフになるまで電源ボタン①と 
通話ボタン③を同時に}甲し続けます。 


電池 

購入後、はじめて使用する場をや長時間使用してい 
ない場合は、充電容量が下がり、数回の充電が必要 
になることがあります。 

電池の残量が少な<なると、通知音が鳴ります。へッ 
ドセットを充電しないと、自動的にオフになります。 


切断通知 

携帯電話や機器との Bluetoo か接続が切れると、 
通知音び鳴ります。 


時刻表巧 

HFP 接続された通話用携帯電話が現在時刻を通知 
でさる機能を備えている場合は、待ち受け中に時刻 
び表示されます。 


トラブルシューテインク 

携帯電話、その他の機器に接続でをない 

. へッ ドセットが充電されていて、接続したい機器 
との通信範囲にあることを確認します。障害物で 
さえぎ5れていない状態で、ヘッドセットをその 
機器か5約内の場所で使用することをお 
すすめします。 

. へッ ド セッ トで接続したい機器が選択されている 
ことを確認します。 

-携帯電話、その他の機器で房心 e か ot /7 設定を確認 
するか、接続し直します。 

. へッ ド セッ トのペアリングをもラー度やり直しま 
す。 

U ダイヤルが動作しない 

•携帯電話の発信履歴び残っていない場合は、リタ' 
イヤル機能は使用でさません。 

正しく動作しない 

. へッ ド セツ トをリ セツ トします。 


主な機能 


主な仕様 


八ンズフ U — 通話 

•音途切れしにくい eSC 日 (extended SC 日）巧 
応 

-高音質な通話を可能にするエコーキャンセルとノ 
イズリダクションを搭載 

-話す声の大ささに応じてマイクのゲインを自動で 
調節するウィスノ ーモード搭載 

-リタ'イヤル、ボイスダイヤル、マイクミュート機 
能搭載 

•割り込み着信に対応し、簡単操作で切替え可能 

-着信時、発信者番号表示可能 

•音楽、ゲーム、ワンセグ視聴中でち着信をお知5 
せし、電話に応答、拒否可能 

高音質なステレオ音楽サウンドを実現 

- 3.已 mm ステレオミニジャック 
付属のへッドホンや、お手持ちのへッドホンび使 
用可能。 

-日本語楽巧タイトル表示可能 （*) 

FM ラジオ 

• FM チューナーを内蔵し、単体の FM ラジオとして 
使用可能 

7ルチペアリング巧応 

• 3台までの機器とペアリングでを、簡単操作で機 
器切替え可能 

•2 台の機器（通話用1台と音楽用1台）と同時に接 
続可能 

Bluetooth 標準規巧 Ver 2. 7 採用 

-簡単にペアリングできる Secure Simple Paring 
( SSP ) に巧応 

音の遲れをかを < するダー厶モー ド搭載 


直観的な操作を可能にする液晶表 m と 
タツチコントロールセンサー搭載 

リモートボ U ユ-ム調節機能が応 

-通話音量と音楽の音量を携帯電話か5調節可能 


基本仕様 

通信方式 

Bluetooth 標準規格 Ver .2.1 (EDR 2 Mbps 対応） 

出力 

Power Class 1 

通信距離 

約10 m 

使用周波数帯域 

2.4 GHz (2.4000 GHz 〜2.483已 GHz ) 

巧応 B / uetooth プ a ファイル 

HFP ( Hands-free Profile ) Version 1. 已 

Role : Handsfree 

A 2 DP (Advanced Audio Distribution Rnfile ) 
Version 1.0 Role : Sink 

AVRCP (Audio Video Remote Control Profile ) 
Version 1.4 Role : Controller 

AVRCP (Audio Video Remote Control Profile ) 
Version 1.4 Role : Target 

HSP (Headset Profile ) Version 1.1 

Role : Headset 

対応音楽コーデック 

Subband Codec ( SBC ) 

対応コンテンツ保護 

SCMS - T 方式 

FM チューナー 

FM ラジオ受信周波数 

76.0 MHz 〜90.0 MHz 

アンテナ 

へッドホンコードアンテナ 

へッドセット 

電源 

DC 3.7 V :内蔵リチウムイオン充電式電池 
(バッテリ容量：170 mAh ) 

外形寸法 

17.已 mm X 1已 .0 mm X 62.0 mm 

質量 

13.0 g 

充電端子 

micro USB 

マイク部 

型式 

4 mm エレクトレットコンデンサー型 


型式 

ダイナミック型、32 0 


ドライバーサイズ 

9.2 mm 

スピーカー部 

周波数帯域 

1 OHz 〜22000 Hz 


感度 

1 OOdBSPL/mW @ 1 kHz 


I -ータル歪 

く 0.己％ (1 OOHz 〜10000 Hz @ 1 mW ) 

表示部（ディスプレイ） 

有機 EL (12 X 12已ドット、白色） 

充電器 

入力：1 00-240 V AC 1 00 mA 

出力： 4.9 VDC 4已日 mA 


(*) 携帯電話または音楽用機器が AVRCP ver .1.3 
1；(上（楽巧タイトル送信機能）に対応している 
必要があります。 


FCC Statement 

This device complies with Part 15 of the FCC rules. Operation 广夕公 
is subject to the following two conditions:(1)This device may 
not cause harmful interference, and (2) This device must accept ■ 
any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Any change or modification not expressly approved by Sony Ericsson may 
void the user's authority to operate the equipment. 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a 
Class B digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits 
are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses 
and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in 
accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio 
communications. However, there is no guarantee that interference will not 
occur in a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television 
reception, which can be determined by turning the equipment off and on, 
the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of 
the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from 
that to which the receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for 
help. 

Industry Canada Statement 

This device complies with RSS-210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may 
not cause interference, and (2) this device must accept any interference, 
including interference that may cause undesired operation of the device. 
This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003. 

Get appareil numerique de la class© B est conforme a la norme NMB-003 
du Canada. 


Declaration of Conformity for MW600 


We, Sony Ericsson Mobile Communications AB of 

Nya Vattentornet 
SE-22188 Lund, Sweden 

declare under our sole responsibility that our product 

Sony Ericsson type DDA-00 02029 

and in combination with our accessories, to which this declaration relates 
is in conformity with the appropriate standards EN 300 328:V1.7.1,EN 
301489-7:V1.3.1, EN 301489-17:V2.1.1 and EN 60 950-1:2006 
following the provisions of, Radio Equipment and Telecommunication 
Terminal Equipment directive 1999/5/EC. 


Lund, November 2009 


¢¢0682 


本機の仕様及び外観は、予告なく変更することがあ 
ります。 


出荷時に貼付されている保護シート上の表示は、実 
際の表示とは異なります。 


[巨 ! uetoothi は 、 Bluetooth S に. Inc . の登録商標 
であり、ソニー•エリクソンはライセンスに基づい 
て使用しています。 


解 

Jacob Sten, 

Head of Product Business Unit Accessories 

R&TTE 指令 （ 1999/5/EC ) じ適合しています。 

本公司符合 R&TTE Directive (1999/5/EC) 中的規定。 
我们符合 R&TTE 指令 （ 1999/5/EC) 的要求。 

We fulfil the requirements of the R&TTE Directive (1999/5/EC). 


PSP ® 「プレイス テーシヨ ン•ポータブル」は株式会 
社ソニー-コンピュータエンタテインメントの商品で 
す。また、"プレイステーション"および" PSP " は 
同社の登録商標です。 


Sony Ericson Mobile Commnications AB 
SE-22188 Lund, Sweden 
1234-2209.2 
Printed in Japan 






























